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～癌抑制遺伝子 p16 のヒストンメチル化を介した 

転写制御機構～ 

～ 

 

 

大
学
院
生
の
感
想 

遺
伝
子
の
発
現
制
御
に
転
写
因
子
だ
け
で
な

くn
o
n
-
co
d
in
g
 

R
NA

も
関
与
し
て
い
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。 

神
武
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
複
雑
な
転
写
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明

し
て
い
た
だ
い
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

転
写
制
御
に
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ
ル
化
が
関
与
し

て
い
る
と
い
う
話
で
し
た
が
、
大
変
興
味
深
い
と

感
じ
ま
し
た
。
更
に
、
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る

n
o
n
-c
o
di
n
g
 

RN
A

の
関
与
が
示
唆
さ
れ
る
デ
ー

タ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

聞
き
、
自
身
の
研
究
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
り
ま
し
た
。 

p
1
6

の
転
写
制
御
に
関
し
て
、
明
ら
か
に
な

っ
た
部
分
、
未
解
明
な
部
分
を
わ
か
り
や
す
く
講

演
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。 

コ
ビ
キ
チ
ン
化
と
転
写
制
御
が
密
接
に
関
わ
っ

て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。

C
u
l
4/
D
DB
1

の
機
能
解
析
が
進
む
の
が
楽
し
み
で

す
。 

p16Ink4aは細胞周期の進行にブレーキをかける遺伝子で、老化細胞な

ど分裂が停止した細胞で高発現します。神武洋二郎先生の講演では、

この遺伝子発現変化時に p16Ink4a 遺伝子領域に動員されているヒスト

ン修飾酵素が変化し、ヒストン修飾パターンが変化することが重要で

あることを最新の知見を含めてご説明していただきました。p16Ink4aは

複数の遺伝子を含む Ink4 locus と呼ばれる 40 kb ほどの領域に存在す

る遺伝子で、複数ある遺伝子の中で p16Ink4a遺伝子プロモーター特異的

にヒストン修飾酵素が動員される詳細なメカニズムはいまだ明らかに

なっていません。先生の注目した p16Ink4a 遺伝子領域に発現する non 

coding RNA はヒストン修飾酵素の標的決定に関わっている可能性があ

り非常に興味深いお話でした。遺伝子の発現制御においてヒストン修

飾は重要な役目を担っており、 

今後は修飾酵素を個々の遺伝子 

領域に動員する『リクルーター』 

の同定が重要であると理解しま 

した。 

細金正樹（発生分化解析分野・大学院生） 

 

 

 

   

活発な質問が後をたちません 

中
山
啓
子
教
授
に
よ

る
講
師
紹
介 

 

自
作
の
ロ
ゴ
の
お
話
に
始
ま
り
、
歴
史
話
も
盛
り

込
み
な
が
ら
の
、
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
門

外
漢
な
が
ら
も
、p

1
6

の
同
定
の
話
に
は
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。 

（
支
援
室
） 

 
 

2010.1.27 

医学部5号館 

２01 号室 


